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「同和教育 研究指定地区制度」は、上越市が平成 17年度以降、中学校区を単位とするブ

ロックを２年単位で順番に指定して、行われているものです。 

私たちは、７校で協議や研修を重ねながら、同和教育の推進に取り組んでいます。特に「教

職員が、積極的に研修を受け、学ぶこと」「ご家庭や地域と共に学ぶ機会をつくること」「人

権教育、同和教育を核とした授業づくり、学級づくり」の３つを柱に取り組んでまいりまし

た。このことについて、先般実施したアンケートのご回答などにより、保護者や地域住民の

皆様から下のようなご意見やご感想をいただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様のお声を大事にしながら、来年度も同和教育の推進を図ってまいります。具体的には、

７校で相談し、来年度は以下のようなことに力をいれてまいります。 

・保護者、地域住民にもご案内をさしあげての講演会、授業参観を行う。同和学習の授業公開は、
７校の全学年全学級で、必ず行う。 

・同和学習での児童生徒の学びや思いが書かれたプリントなどを、保護者にも読んでいただく。 
・教職員は、校内での研修だけでなく、積極的に校外の様々な同和教育研修に参加し、同和学習
への識見や指導力を高める努力を続ける。 

・「同和教育だより」の発行を継続し、より多くの方に読んでいただけるよう工夫する。 

  

来年度も、皆様と協力し合いながら、同和教育に取り組んでまいります。よろしくお願い

いたします。 

＜雄志中・八千浦中・諏訪小・戸野目小・上雲寺小・高士小・八千浦小 共同発行＞ 

〇自分の会社でも人権教育があり、いまだに部落差別で結婚を

あきらめさせられることが存在している話を聞きました。未

来ある子どもたちのためにも明るい道しるべとなるよう、同

和教育を進めていただけたらと思う。 

〇同和問題は、昔から知っているがなくなっていない。日本全

体で考えていく問題だと思う。小さいころから話をよく聞

き、知っておくべきだと思う。 

〇人は生まれてくる場所も境遇も選べません。それなのに、誰

が上で、誰が下といった差別は絶対ありえないと思います。

これからの時代を担う子どもたちには、そういうもののない

平和な世界を歩んでほしいです。間違った知識や価値観では

なく、行われた講演などから「平等な人権」を学び、感じて

ほしいです。 

〇地域啓発の基点として、学校からの発信を期待しています。 

 ・同和教育だよりの全戸配付  

・授業の公開等、校区内の町内会長等への紹介 

 ・その他、機会をとらえての啓発活動 

各所で講演会が行われ、地域の皆様や保
護者にもお越しいただきました。 

７校の教職員で授業を見合ったり、より
よい授業を目指して研修を行ったりしま
した。 



≪各校の実践紹介 ③ 戸野目小学校≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの心は、様々な体験や人とのかかわりを通して、日々育っていきます。戸野目小学校では、

体験やかかわりを豊かにし、子どもが自ら道徳的価値の自覚を高めることを大切にしています。そし

て、自分のよさに気付きながら、周りの人も大切に思う心を育てていきます。 

読み聞かせは、みんなが

大好きな時間。地域ボラン

ティアの方が読む本の世界

は、豊かな情操を養い、心

に栄養を蓄えます。 

高田西小学校の

白鳥美智子先生か

ら、同和教育の実

践を職員に分かり

やすくご指導いた

だきました。日々

の実践に生かしな

がら、よりよい授

業づくりに努めて

いきます。 

６月 22 日のフリー参

観日。全学級が人権教育、

同和教育の授業を公開し

ました。 

子どもたちの生活から具体

的な場面を提示し、それについ

て考える場をもちます。道徳的

価値に気付かせ、実践につなが

るよう工夫しています。 

生活委員会では、身近な出来事から人の

「いいところ」探しを企画しました。見つ

けたことを昼の放送で紹介しました。寄せ

られたカードから、人の優しさに感謝する

温かい気持ちが感じられました。 

用務員さん、いつも除雪のお仕

事、ありがとうございます。寒いの

でかぜをひかないように気を付け

てくださいね。 

縦割り遠足 

◆疲れた時に励まし合って

歩く仲間。雨の中、知恵を

出し合うオリエンテーリン

グ。目標を達成するために

は、仲間を思う気持ちが大

切なことを学びました。 

 

スマイルチャレンジフェスティバル 

◆班ごとに遊びのコーナーを開き楽

しみます。分担した役割をがんばり、

イベントを成功させようと、仲間との

絆が深まりました。 

メッセージ交換 
◆活動の後で、班の仲間のがんばりをカ

ードで伝えます。メッセージをもらって

うれしそうな児童。相手のよさ、自分の

よさを再発見することが、次への意欲に

つながりました。全員のカードをボード

にまとめて掲示し、読み合います。 

異年齢集団（スマイル班）の活動を通して、人とかかわり合

い協力しながら、互いのよさに気付いていきます。 

本の読み聞かせ いいところ探し 

スマイルマナー朝会 

学習参観 

同和教育研修会 


